
研究の概要 
本プロジェクトの最終目的は、連濁に関連するあらゆる現象を可能な

限り明らかにする事典を編纂することである。 
本共同研究は、定期的に開催する研究発表会および執筆打ち合わせ会

を中心に推進している。研究発表の内容をそのまま事典に取り入れるわ
けではなく、スタイルの統一性を保証するために、プロジェクト･リー
ダーは各寄稿者と協力する。なるべく多くの言語学者に本プロジェクト
の成果が利用できるように、日本語版と英語版に分割し、別々に出版す
る予定である。 
事典の各章の担当者を決め、ドイツのMouton社から英語版を出版す

る予備的合意書を取った。｢Perspectives on Rendaku: Sequential 
Voicing in Japanese Compounds｣ と仮称されている。日本語版は後に
出版する予定である。 
連濁研究に役立つ語彙のデータベースも作成し、公開している。  
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 「日本語レキシコン ̶ 連濁事典の編纂」 
 英語版の進捗状況 

リーダー氏名 (ティモシー･J･バンス) 

担当者: ティモシー･J･バンス (国立国語研究所) 
▶連濁の定義 
▶音韻変化による音声的な不透明性 
▶連濁と仮名表記 
 

英語版の各章で 
取り上げる課題 

① 連濁の基本的な記述 

担当者: 高山 知明 (金沢大学) 
▶濁音の音声的具現 
▶連濁起源と鼻音､鼻濁音との関係 
▶連濁史と文字史 
 

② 連濁の由来と史的変化 

担当者: ティモシー･J･バンス (国立国語研究所) 
▶ライマンの法則 
▶ローゼンの法則 
▶子音別の連濁率 
 

③ 分節的な要因 

担当者: ティモシー･J･バンス (国立国語研究所) 
▶和語 
▶オノマトペ (擬声語･擬態語) 
▶漢語 
▶外来語 
 
 

④ 連濁と語彙層 

担当者: 大野 和敏 (マカオ大学) 
▶右枝条件 
▶畳語 
▶並列複合語 
▶用言要素 

⑤ 連濁と形態･意味構造 

担当者: 太田 聡 (山口大学) 
▶連濁とアクセントの相互関係 
▶人名や地名のパターン 
 

⑥ 連濁とアクセント 

担当者: 三間 英樹 (神戸市外国語大学) 
▶連濁と有声性 
▶義務的音調曲線原則 (OCP) 
▶連濁と最適性理論 (OT) 

⑦ 連濁と理論言語学 

担当者: 川原 繁人 (慶應義塾大学) 
▶ライマンの法則とローゼンの法則 
▶前部要素の影響 
▶類推の拠り所 
▶レキシコンのパターンか､｢音韻文法｣か 

⑧ 連濁と心理言語学研究 

担当者: 宮下 瑞生 (モンタナ大学) 
▶調査の方法と結果 
▶前鼻音を保った北東北方言の分析 
▶琉球列島の言語 
 

⑨ 連濁の方言差 

担当者: 中澤 信幸 (山形大学) 
▶日本語を母語とする幼児 
▶日本語学習者 
▶言語障害者 
 

⑩ 連濁の習得 

担当者: ローランス･ラブリューヌ (ボルドー大学) 
▶複合語標識 
▶韓国語 
▶バスク語 
 

⑪ 通言語的観点から 

担当者: 鈴木 豊 (文京学院大学) 
▶国学者の言及 
▶ライマンの論文と小倉進平の批評 
▶国内の研究進捗 (特に20世紀前半) 
▶海外での研究 (20世紀後半から) 
 

⑫ 連濁研究史 

担当者: マーク･アーウィン (山形大学) 
▶｢連濁データベース｣の構築 
▶利用法 
 

⑬ データベースの解説 

担当者: マーク･アーウィン (山形大学) 
▶包括的なリスト 
▶アノテーション(注釈)付き 
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関連活動 
窪薗班と共催した国際シンポジウム 
2011年12月10 ~14日 (京都大学) 
International Conference on Phonetics and Phonology 
2012年10月12 ~14日 (国立国語研究所) 
22nd Japanese/Korean Linguistics Conference 
2013年1月25 ~ 27日 (国立国語研究所) 
International Conference on Phonetics and Phonology 
2013年12月20 ~ 22日 (国立国語研究所) 
International Conference on Phonetics and Phonology 

第8･第9回NINJALチュートリアル 
｢連濁の言語学｣ 

第８回: 2012年7月26日 (東京) 
第９回: 2012年８月９日 (仙台) 

主要な成果物 


